








その他のタイトル 〈II Articles〉 A Case Study on Teachers'　
Collegiality in Curriculum Development :

































































































































そこで筆者は、教師の価値・信念を具体的に析出・分析する判断基準 ((1)"-' (3))と手順((4 ) 
と(5) )を次のように設定した。
( 1 ) 教師の信念、は、言明として「挿話Jという形態で個人的に組織されている。
( 2 ) r挿話j は、その対象に関連あるいは対象を包括する「価値Jと結びついている。
( 3 ) 価値と結びついた信念は、その人特有の「規範的行動j となって表出される。
( 4 ) 規範的行動としての「挿話的語りJを学校文脈に入り込み生き生きと記述する。
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3. S小学校の教育課程開発における「同僚性Jに関する事例調査の分析と考察
( 1 )本事例誠査の対象と方法
S小学校は 1999年4月現在、児童数 711名、 1・2・4学年が各 3学級の 9学級、 3・5・6
学年が各4学級の 12学級、合計 21学級で構成されている。教職員は 41名で、このうち教科指導
には 28 ~l (内講師 2名を含む)の教師が当たっている。対象校選定の理由は、教師集団が教育課
程開発を中心に日々の授業実践を据え、その授業実践の検討・吟味を通して同僚教師との協働関係
を緊密にしながら、今日までの 30余年に亘り「学習意欲の育成j という教育課題を一貫して追究
しているからである。方法としては、 1997年5月 1日から 1998年3月31日に豆り月平均 12日の























































新採用 3年自の渡部教諭(女・ 25歳)は、教職経験 11年目で学年主任の牟田教諭(男・ 38歳)
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